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〇第３次総合計画の構成イメージ（案） 

 

１ 第３次総合計画の構成イメージ 

(1) 基本構想について 

① 【基本構想策定の考え方】 
 

★基本構想は、以下の構成に基づき、すべての項目について文章化して明記。 

★ “これがこうだから、こういう将来像を設定し、こういう施策を行う”という、わかりやすいストーリー

を構築し、「市民目線に立ったわかりやすい基本構想」を目指す。 

 

② 【基本構想の内容構成】 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

市民ニーズの動向 
（各種市民参画から主要なニ

ーズのとりまとめ） 

伊達市の生かすべき特性・資源 

（“あるもののばし”の視点に立った特性・資源のとりまとめ） 

伊達市を取り巻く時代潮流 
（新しいまちづくりを進める上で踏
まえるべき時代潮流のとりまとめ） 

伊達市の発展課題 

（特性・資源、市民ニーズ、時代潮流を踏まえた発展課題のとりまとめ） 

新たなまちづくりの基本理念 

（新たなまちづくりのすべての分野で基本とする理念の設定） 

伊達市の将来像 
（伊達市が目指す姿の設定） 

分野目標と施策項目（計画の体系） 

（将来像の実現に向けた分野の柱と、その下に展開する施策項目、分野ごとの

方針の設定） 

■計画の基本事項（目的・位置づけ・計画期間等） 

■伊達市の概況（位置・沿革・人口・産業構造等） 

人口分析と人口シミュレーション 
（推計パターン、合計特殊出生率の独自推計、分析結果の考察） 

資料４

 

“伊達な地域創生戦

略”との棲み分けと合

わせて調整・検討中 
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(2) 前期基本計画について 

① 【前期基本計画策定の考え方】 
 

★前期基本計画についても、できるだけ文字量や専門用語を少なくしてシンプルにするとともに、

１つの施策項目が見開きで見られるようにするなど、「市民目線に立ったわかりやすい前

期基本計画」を目指す。→※このため、掲載項目（下の構成例でいうと「目的と方針」・

「現状と課題」・「施策の体系」・「主要施策」・「指標」・「市民等に期待される役割」など）を

絞り込むことが望ましいと思われる。ただし、ストーリーを理解するために最低限必要となるの

は、「目的と方針」・「現状と課題」・「施策の体系」・「主要施策」のみ。 

★策定後の実施・検証・改善を行いやすい計画とするため、主要施策番号を設定する。 

 

 

② 【前期基本計画の構成例（１つの施策項目を見開きで掲載）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


